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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、Predictable Input/Output の概念に基づく英語教
育プログラムをコンピュータのオンライン上に開発し、その有効性を実証することである。

Predictable Input/Outputに基づくコンピュータ上の英語教育教材を開発し、それを授業およ
び家庭で実践することで英語に触れる時間が増し、教育現場が抱える「学生の学力差」を少し

でも埋めることができればと考える。 
 
研究成果の概要（英文）：An English-learning program based on learners’ predictable 
input/output has been developed on the web site, and the effect of the program has been 
substantiated.  When learners utilize the English-learning program based on their 
predictable input/output in class and at home, each learner spends more time to learn 
English on the web site wherever the learner is.  As a result, it has reduced the differences 
of the English ability each learner has. 
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 （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合	
 計 
2009年度 1400000	
 420000	
 1820000	
 

2010年度 600000	
 180000	
 780000	
 

2011年度 700000	
 210000	
 910000	
 

年度 	
 	
 	
 

	
 	
 年度 	
 	
 	
 

総	
 計 2700000	
 810000	
 3510000	
 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：言語学・外国語教育 
キーワード：第二言語習得、Predictable Input/Output、TESOL、TOEIC、CAI 
 
１．研究開始当初の背景 
	
 1980 年代以降、Nunan 他が提唱する
CLT(Communicative Language Teaching)
が定着しつつあり学習者にとって実用的な
英語運用能力を習得できる機会が増えてい
る。しかしながら、学習者の態度は積極的と
は言えず、「日本人の英語が劇的に良くなっ
た」と耳にすることもなく、さらに経済界は
「英語が使える日本人」の育成を高等教育機
関に求めている。その理由のひとつに、「欧

米人学習者に比べて、日本人学習者のものの
観方および考え方(文章の読み方、話の聞き
方)が受動的である」のが問題ではないかと考
えた。ここで言う受動的とは、「英文を読み、
英語を聞く際に、自分の問題意識が伴ってい
ない」ということである。 
 
２．研究の目的 
	
 この Predictable Input/Output の概念に
基づく英語教育プログラムをコンピュータ

機関番号：54601	
 

研究種目：基盤研究（C）	
 

研究期間：2009 年	
 ～	
 2011 年	
 

課題番号：21520626	
 

研究課題名（和文）	
 学習者の Predictability を利用した CAI 英語教材開発	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

研究課題名（英文）	
 Development	
 of	
 CAI	
 English-Learning	
 Materials	
 with	
 Learners’	
 

Predictability	
 

研究代表者	
 

	
 	
 金澤	
 直志（KANAZAWA	
 NAOSHI）	
 

奈良工業高等専門学校・一般教科・准教授	
 

	
 研究者番号：20311061	
 

 
 



 

 

のオンライン上に開発し、その有効性を実証
することです。 
英語教育プログラムをオンライン化するこ
とで、家庭学習が容易となり、教育現場が抱
える「学生の学力差」を少しでも埋めること
ができた。 
 
３．研究の方法 
	
 「語感（“Predictable	
 Input/Output”）を
応用した英語教育プログラム」での「語感」
とは、一般的な主観によるものではなく、単
語レベルでは「適切な品詞や派生語を使用で
きる客観的な感覚」であり、文法レベルでは
「主要な語（主語・述語・目的語や補語）と
それ以外の語を区別できる客観的な感覚」を
指している。このような「語感」を養成する
ことで、あまり単語力や文法力が無くても
TOEIC の問題が解けることを学生に体得させ
ることができる。これにより、「自分でも
TOEIC 問題が解ける」という自信を持ち TOEIC
への動機付けを行う。	
 
	
 現在、書店に並ぶ TOEIC 対策の参考書は、
英語の「受験勉強」の延長線上でしかなく、
英語利用者の視点から作られた解説書はほ
とんどない。「語感（“Predictable	
 
Input/Output”）を応用した英語教育プログ
ラム」では、英語利用者が、文法やリーディ
ングで何を重視しているのかを解説するこ
とで、彼らが文章を作成するとき彼らの思考
が、文法レベルで、文章の構成レベルで、理
解できる画期的な解説がなされる。	
 
	
 文法問題などでは、約２０秒で１問解かな
ければならない。そこで、授業では語感を利
用し、いかに内容を把握せずに、しかも単語
がある程度わからなくても、「解が導きだせ
る」ということを体得させる。	
 
一つ一つの問題に対して、繰り返し同じ形式
の問題を尋ねるので、学生にとって次に何が
尋ねられるかわかっていて、それが彼らの心
理的な安心感となっている。これにより、授
業での実践において英語が得意でない学生
でも授業中の質問に積極的に手を挙げて答
えようとする。学生は自分が答えるという緊
張感を持ちながら、同じ段階で同じ形式の問
題に答えるので、問題に対してある程度の安
心感や自信を持って答えることができる。こ
の雰囲気が授業ではある種の緊張感を与え
ている。	
 
	
 
４．研究成果	
 
	
 これにより学生の年間 TOEIC スコア全学年
平均点の推移は 30 点～60 点と高くなってい
る。これは、下記の資料により、これは実証
されている。このように、学校での英語授業
においてコンピュータを教室の内外で利用
することで、学生は英語学習に時間を割くよ
うになり、客観的な語感を習得する訓練を積

むことで、TOEIC の得点の上昇も見込まれた。	
 
	
 
図 1.	
 奈良高専３年生の TOEIC 得点分布	
 
	
 	
 	
 （2009 年度から 2011 年度まで）	
 

	
 
	
 この表より、2009 年度の３年生が少しだ
が、英語力が高いことが解るが、ほとんど同
じような分布を示している。奈良高専３年時
の英語力は、年度による大差があまりないこ
とがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

図	
 2.	
 奈良高専における学年別／年度別	
 
	
 	
 	
 TOEIC スコアの変遷	
 
	
 	
 	
 （2007 年度から 2011 年度まで）	
 

 

	
 
	
 この表より、他の年度と比較して、研究代
表者金澤が担当したクラス（青枠）の TOEIC
スコアの伸びが高まっているのが解る。	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 

図	
 3.	
 奈良高専３年生における年度別 TOEIC	
 
	
 	
 	
 得点差とニュートン TLT	
 TOEIC 対策 A	
 
	
 	
 	
 コースの達成度との相関	
 
	
 	
 	
 （2009 年度と 2010 年度）	
 

 
	
 
	
 この表より、2009 年度３年生の学生の努力
により CAI の達成率が高く、また、得点差も
高まっているのが解る。	
 
	
 
図	
 4.	
 奈良高専 2009 年度３年生における	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 TOEIC	
 Pre-test と Post-test の得点分	
 
	
 	
 	
 布	
 

 
	
 
	
 この表より、2009 年度の学生の TOEIC スコ
アが明らかに高まっているのがわかる。	
 
	
 
	
 これらのことから、学生の TOEIC スコアが
伸びているのは、単なる偶然ではなく、授業
における Predictable	
 Input/Output に基づ
く解説、その授業の延長上にある CAI への教
室内外での徹底した指導による結果である。	
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